-------------------------------------------------------------------------------

ライブラリー・ワークショップ　レジュメ

【－活用編－】

----------------------------------------------------------------------------------------------------


1． OPAC左メニュー　 (ﾎﾟｰﾀﾙ)「ログイン」からWebサービスを開く
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· ILLサービス（学外からの取り寄せ）については、「ILL依頼方法」を参照

２．雑誌論文の探しかた（論文データベース）

　☆図書館ホームページの「雑誌論文・記事」に琉球大学で利用できるデータベースの一覧があります。

　☆同時アクセス数に制限のあるデータベースの場合、利用後は必ず「LOGOUT」をクリックして終了してください。

■ CiNii (さいにぃ) ■日本国内で発表された全分野の学術論文。一部の無料論文は本文まで入手可能
【例題４】CiNiiでキーワード「沖縄　長寿」の文献を検索してみよう
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　検索結果の一例：

Ⓐ著者名 --(
Ⓑ論文名 --(
Ⓒ収録誌 --(
　文献書誌・引用情報
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☆｢CiNii PDF｣ボタンから、無料論文なら画面上で本文を読むことができる！
☆｢図書館所蔵｣ボタンから、雑誌の図書館所蔵確認ができる

３．雑誌の所蔵の探しかた（OPAC・WebcatPLUS）　　→　■雑誌配架マップ.pdf　
【例題１】蔵書OPACを使って雑誌『社会心理学研究』(ISSN:09161503)を検索



★ ポイント ★　雑誌の所蔵検索は、雑誌名もしくはISSNで検索！
【例題２】　下記の論文が読みたいが琉大で入手できるか　蔵書OPACで雑誌の所蔵を確認しよう　

（2-1）参考文献リストから




【ヒント】参考文献の書き方
　作本直行 「東南アジア諸国の環境法の現状と課題」『環境と公害』35(3)，12-18．2006
　論文の著者名　  論文名　 　　　　　　　 　　 　　　 雑誌名    巻号 　掲載頁  出版年

（2-2）文献データベースから


	論題（標題）/　著者名
	円ドルレートの変動とアジア諸国の為替レート政策　／　熊倉正修

	雑誌名など
	経済学雑誌　ISSN:0451-6281
	巻号，発行年，ﾍﾟｰｼﾞ
	105(3) 2004  p.1～37


☆　補習：新聞の検索(Web版)　 　 →　■｢図書館で利用できる新聞.doc　

★資料　図書館情報検索(応用)　　図書館情報検索(作業シート)




★ ポイント ★ 　論文検索から入手までの流れ





雑誌所蔵情報の読み方 ◆


  　     　 所蔵場所　　　　　　実際に所蔵している巻号。“＋”があると継続中！











＜この画面でわかること＞


　・この雑誌の所蔵場所は本館の雑誌室（詳しくはMAPで確認しよう）


　・1巻と2巻はない。3巻（1989年）から13巻までは揃っているが、14巻は1号しか


　　ない。15巻以降、現在も続けて購読している。


　 　　 ★ 必要な巻号を所蔵しているか、きちんと確認しよう ★ 

















琉球大学附属図書館　（ http://www.lib.u-ryukyu.ac.jp/ ）


